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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年1月23日(2014.1.23)

【公開番号】特開2012-209194(P2012-209194A)
【公開日】平成24年10月25日(2012.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2012-044
【出願番号】特願2011-75355(P2011-75355)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  11/22     (2012.01)
   Ｈ０１Ｊ  11/34     (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  11/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月27日(2013.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれの内表面に放電を発生させる電極が形成された一対の基板が空間を介して対向
配置され、前記一対の基板のうちの一方の基板に形成された前記電極を覆う誘電体層と前
記誘電体層を覆う保護膜とを備え、
　前記保護膜は、酸化カルシウム、酸化ストロンチウム、酸化バリウム、希土類酸化物の
いずれか、またはこれらの混合物、もしくは、これらのいずれかとマグネシウムとの複合
酸化物により形成され、前記一方の基板に形成された電極上の前記誘電体層の厚さが１０
μｍ～１８μｍであることを特徴とするプラズマディスプレイパネル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明のプラズマディスプレイパネルは、それぞれの内表面に放電を発生させる電極が
形成された一対の基板が空間を介して対向配置され、前記一対の基板のうちの一方の基板
に形成された前記電極を覆う誘電体層と前記誘電体層を覆う保護膜とを備え、前記保護膜
は、酸化カルシウム、酸化ストロンチウム、酸化バリウム、希土類酸化物のいずれか、ま
たはこれらの混合物、もしくは、これらのいずれかとマグネシウムとの複合酸化物により
形成され、前記一方の基板に形成された電極上の前記誘電体層の厚さが１０μｍ～１８μ
ｍであることを特徴とする。
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